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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月1日(2020.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞傷害性粒子であって、
　－　コア；
　－　前記コアに含まれる、または前記コア内もしくは上に封入される細胞傷害性化合物
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；
　－　癌細胞上のＰ２Ｘ７Ｒに結合するため前記コア上に配置されることで、前記粒子が
癌細胞に発現するＰ２Ｘ７Ｒを有する癌細胞に結合することを、前記粒子が前記癌細胞と
接触するときに可能にする複数の可変ドメイン
を含む粒子。
【請求項２】
　前記コアは、リポソームである、請求項１に記載の粒子。
【請求項３】
　前記細胞傷害性化合物は、ゲムシタビンである、請求項１または２に記載の粒子。
【請求項４】
　前記リポソームは、前記リポソームの脂質層を形成する炭化水素鎖を含み、かつ前記ゲ
ムシタビンの第一級アミンは、カルバメート基を介して前記脂質層の炭化水素鎖に結合す
る、請求項３に記載の粒子。
【請求項５】
　前記リポソームは、抗体の前記リポソームへのコンジュゲーションを可能にする、前記
リポソーム上に配置されたマレイミド基を含む、請求項３または４に記載の粒子。
【請求項６】
　前記可変ドメインは、配列ＧＨＮＹＴＴＮＩＬＰＧＬＮＩＴＣ（配列番号２）からなる
ペプチドに結合する、請求項１～５のいずれか一項に記載の粒子。
【請求項７】
　前記可変ドメインは、配列ＫＹＹＫＥＮＮＶＥＫＲＴＬＩＫ（配列番号３）からなるペ
プチドに結合する、請求項１～５のいずれか一項に記載の粒子。
【請求項８】
　癌細胞上のＰ２Ｘ７受容体に結合するため前記コア上に配置された前記可変ドメインは
、全抗体、または可変ドメインを含む抗体のフラグメントの形態で用意してもよい、請求
項１～７のいずれか一項に記載の粒子。
【請求項９】
　前記可変ドメインは、癌関連Ｐ２Ｘ７受容体に結合するためのものである、請求項１～
８のいずれか一項に記載の粒子。
【請求項１０】
　前記可変ドメインは、非機能的Ｐ２Ｘ７受容体に結合するためのものである、請求項９
に記載の粒子。
【請求項１１】
　可変ドメインを含む抗体のフラグメントは、一本鎖抗体、一本鎖Ｆｖフラグメントなら
びにＦ（ａｂ’）２フラグメント、Ｆａｂフラグメント、ＦｄフラグメントおよびＦｖフ
ラグメントを含む、請求項８に記載の粒子。
【請求項１２】
　前記可変ドメインは式１：
　ＣＤＲ１－ＣＤＲ２－ＣＤＲ３
により定義され
　式中、ＣＤＲ１はＲＮＨＤＭＧ（配列番号４）であり、
　式中、ＣＤＲ２はＡＩＳＧＳＧＧＳＴＹＹＡＮＳＶＫＧ（配列番号５）であり、
　式中、ＣＤＲ３はＥＰＫＰＭＤＴＥＦＤＹ（配列番号６）である
請求項１～１１のいずれか一項に記載の粒子。
【請求項１３】
　前記可変ドメインは配列番号７に示すアミノ酸配列を含む、請求項１～１２のいずれか
一項に記載の粒子。
【請求項１４】
　前記可変ドメインは配列番号７に示すアミノ酸配列からなる、請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の粒子。
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【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の複数の細胞傷害性粒子および薬学的に有効な希
釈剤、賦形剤またはキャリアを含む医薬組成物。
【請求項１６】
　癌を有する個体の処置に使用される、請求項１～１５のいずれか一項に記載の粒子また
は組成物。
【請求項１７】
　癌の処置のための薬物の製造における、請求項１～１５のいずれか一項に記載の粒子ま
たは組成物の使用。
【請求項１８】
　前記癌は充実性腫瘍である、請求項１６に記載の粒子または組成物、あるいは、請求項
１７に記載の使用。
【請求項１９】
　前記癌は乳癌である、請求項１８に記載の粒子、組成物、または、使用。
【請求項２０】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の粒子または組成物と癌細胞を接触させることを
含む、癌細胞を殺すための方法。
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